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愛汗大志
○南城市教育の日 ○英語プレゼンテーションコンテスト

2月 2日(日）は「南城市教育の日」でした。 1 月 31 日（金）、南城市中学生英語プレゼンテーシ
午前中は、各学校で授業参観等が行われ、午後 ョンコンテストが南城市役所で行われました。

はシュガーホールにて、児童・生徒の表彰、教育 本校からは 2 年生の貍塚瑚子さんが出場し、流暢な
委員会による「コミュニティースクール」に向け 英語と画像を使って自分の考えをプレゼンしました。
た説明、そして教育講演会が行われました。 審査の結果、瑚々さんは高学年の部で優秀賞（2 位
講演会の講師は、「グッジョブおきなわプロジ 相当）を受賞しました。

ェクト」代表の喜屋武裕江氏で、演題は「10 年 また、このコンテストの司会を、本校 3年生の糸数
後のために今できること」でした。 博香さんと伊良部朱那さんが務め、英語と日本語をう
喜屋武氏によると、沖縄県は失業率、早期離職 まく交ぜながら会を進行しました。

率が全国 1位で、なんと 1年以内で会社を辞めた
人は高卒者で 31.7 ％、大卒者で 19.5 ％もいるそ
うです。そうならないためにも、小中学生の間に、
あいさつや掃除など身のまわりのことを自分でし
っかりとやり、係活動等自分の役割を果たせるよ
うにして、社会で信頼される力を身に付けてほし
いとおっしゃいました。そして、「未来は今の積
み重ね、未来を創ることは今を大切にすること」と
強調しました。ぜひご家庭でもご確認していただ
きたいと思います。

児童生徒表彰 ○ＪＩＣＡ来校
では、 3 年生の 1 月 27 日（月）、2019 年度ＪＩＣＡ青年研修「ヨル
島袋あおさん、 ダン/初中等教育行政コース」の一貫として、ヨルダン
糸数博香さん、2 国中央省庁等の若手行政官や教員 7 名がスタッフと供
年生の親川聖來 に知念中学校に視察に訪れました。。
さん、 1 年生の 2 校時は校長による学校説明、3 校時は授業参観と施
富盛琉誠さん、 設見学、そして 4 校時は 3 年生との交流会を武道場で
熊田陽茉梨さん 行いました。
の 5名が受賞し、 交流会では、ヨルダンの方々がアラビア語で自分の
代表で博香さんが賞状を受け取りました。 国の文化や学校の様子を紹介し、知念中の 3 年生も学

校の様子を紹介しました。質疑応答の時間もあり、か

○生徒会引き継ぎ式 なり盛り上がりました。また、外間力さんが空手の演
1月 21日（火）に、生徒会引き継ぎ式が行われ、 武も披露しました。交流会後は、ランチルームで給食
これまで一年間頑張ってきた役員から新生徒会役 を体験してもらいましたが、宗教上食べられるものが
員にバトンが渡されました。旧役員の皆さんお疲 ほとんど無く、残念でした。
れ様でした。 ヨルダンの方々との交流というとても貴重な体験で
新役員を紹介します。（敬称略） した。
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